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報告対象 

西多摩衛生組合環境センターの活動を主な報告対象としています。 

報告する期間 

平成 30年度（2018年 4月 1日～2019年 3月 31日）です。また、2019年（令和元

年）5月に「公害防止協定書」の全面改定があったため、この部分については、最新の内容を

記載しています。※ 本環境報告書については、全面改定前の協定内容が適用されます。 

参考にしたガイドライン 

この報告書は、東京都環境局の「一般廃棄物処理施設向け環境報告書ガイドライン（2005

年度版）」（平成 17年４月）を参考に、西多摩衛生組合独自の内容も加えて作成しました。 
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西多摩衛生組合 

私たちの取り組み 
 

西多摩衛生組合は、構成市町（青梅市・福生市・羽村市・瑞穂町）の約 28 万人の皆様

から排出される可燃ごみを適正に処理（焼却）するため、一般廃棄物の中間処理施設等を

設置・運営する特別地方公共団体です。 

当組合では、環境方針を『環境にやさしく安全で地域と協働する清掃工場』と定め、関

係法令を遵守した廃棄物処理を行うとともに、公害防止対策を徹底することで、安全で安

定的な施設運営に努めています。 

特に公害防止対策については、環境への負荷をできるだけ低減するため最新の技術等を

導入することで、周辺住民の組織である羽村九町内会自治会生活環境保全協議会ならびに

瑞穂町環境問題連絡協議会と締結している「公害防止協定」を遵守するとともに、情報の

公開を積極的に進めることが、第一であると考えています。 

1998年（平成 10年）に稼働した環境センターの維持管理の状況ですが、社会インフ

ラとして、施設を長期にわたり有効活用するため、平成 24 年度に「西多摩衛生組合環境

センター長寿命化計画」を策定し、平成 25 年度から平成 31 年度（令和元年度）までの

7か年事業として第 1期基幹的設備改良工事を実施してきました。この計画では、令和 10

年度頃に再度、第 2期基幹的設備改良工事を実施することで、施設の稼働期間を当初計画

の 30年間から 10年間延長し、令和 20年度まで目指す計画となっています。 

基幹的設備改良工事の実施にあたっては、「青梅市・福生市・羽村市・瑞穂町地域循環型

社会形成推進地域計画」を策定し、施設を延命化するとともに、設備の省エネルギー化お

よび排出する二酸化炭素の削減を併せて計画することで、環境省の循環型社会形成推進交

付金（国庫補助）の対象事業としています。 

平成 30年度・平成 31年度（令和元年度）の継続事業として実施する第 1期基幹的設

備改良工事では、「発電設備」および「燃焼設備」の改良工事を計画しており、平成 30年

度においては、地球温暖化防止対策を目的に 1号焼却炉の給じん機の更新工事を行いまし

た。これにより、機能回復と省エネルギー化を図ることが出来ました。 

また、今後 20年間にわたり、現在地で 3市 1町による広域的な可燃ごみの共同処理を

継続することから、平成 30 年度には「今後の組合運営の方向性に関する検討結果および

事業計画」を取りまとめ、清掃工場に求められる新たな社会的役割を具現化していくこと

としました。 

こうした西多摩衛生組合の事務事業の取り組み状況や活動の成果を、関係者および地域

の皆様にご理解いただくため、「環境配慮促進法」により作成・公表が義務づけられている

「環境報告書」を刊行しましたのでご一読願います。  

当組合では今後とも、事業活動によって生じる環

境負荷を最小限に抑制するため、引き続きハードお

よびソフトの両面にわたる改善を図り、地域の皆様

にご理解と信頼が得られるよう努めてまいります。 

 



 

 

 

 


